















































































班  長 全体の管理、監督を行う。グループの責任者 お金長 支給金額の管理、活動中の売り上げも管理
日程長 制作日程、当日シフトなどの管理、作成 材料長 材料の選出、調達状況確認、管理
装飾長 ブース装飾責任者、書類提出者 掃除長 活動ごとに制作場所の清掃責任者
造形長 制作物品の管理、売上数管理 記録長 活動記録責任者、報告書作成責任者


























































































　　　　紙 :  普通紙（コピー用紙）、障子紙、
模造紙（枚数制限なし、3 日前に
必ず申請する事）
　　　画材 :  マジック（色少）、色鉛筆
　　接着剤 :  セロテープ、両面、木工用ボンド、
ホットボンド　等






































日 時間 表題 内容














10 月 2 日（火） 幼児美術各授業時間 グループ活動第 2回 試作おもちゃの作成運営方法の話し合い














10 月 26 日（金） 全日文化祭準備日 設営作業、会場作り 各ブースにて各グループの部屋を制作おもちゃの制作と個数の確認
10 月 27 日（土） 全日文化祭 1日目 活動日 1日目 当日スケジュール表に従いシフト運営




















































A 3,000 3,254 －254 14,400 41,500 55,646 4 6 2
B 3,000 2,618 382 33,900 64,600 98,882 1 1 1
C 3,000 0 3,000 24,000 29,700 56,700 3 2 5
D 3,000 1,785 1,215 14,800 24,200 40,215 6 5 7
E 3,000 3,825 －825 12,800 25,500 37,475 7 7 6
F 3,000 1,578 1,422 11,400 19,900 32,722 8 8 8
G 3,000 2,754 246 16,900 35,700 52,846 5 4 4
H 3,000 2,205 795 21,900 37,300 59,995 2 3 3
１日目 ２日目 合計
子ども 131 181 312
大人 102 181 283
合計 233 362 595
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6.　考　　　　　察
「手づくり子どものへや」の企画は、名前
や運営方法を少しずつ変えながら、現在の方
法を取るように変化してきた企画である。こ
れには、以前の企画「子ども百貨店」という
疑似紙幣をつかったおもちゃの販売企画から
の流れを汲んでいる。それについては先行研
究が行われているので、ここでは触れない。
幼児を対象にする事で、販売という要素から、
手で作るという基本的な制作体験を重視して
いるところが本企画のねらいであったと考え
る。手で作るという基本的創作方法は、子ど
もの生活に欠かせない活動の一つであるし、
手先の技能発達だけでなく、自らが考え創造
する表現活動につながるものであると考え
る。今回の企画を通じ、学生は保育者が行う
表現活動における一連の流れを体験する事に
なった。企画し運営する為に、さまざまな準
備を複数の人数で行う事は、保育者が組織と
して働く体験にもなっていたといえる。グ
ループの中には予定通りの運営が運ばす、非
協力的な班員もみられた。しかしそれぞれの
意見を聞き、発言できる人間関係の構築も保
育者において重要な技術として捉える事がで
きる。一つの目的を明確な売り上げという設
定にした事は、これらの目的を実施した学生
に対しては目的を薄めてしまっている事があ
るかもしれない。しかしこれから保育所、幼
稚園で就業をおこなうために少しでも体験を
思い出すことが出来る保育的なプロセスの経
験を与える事が重要であると感じている。
